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学校行事(文化的行事)

文化や芸術に親しめるよう計画していた文化的行事

の１つである学校訪問演奏会を11月27日(金）に実施

しました。内容はEnsemble Triptic(ｱﾝｻﾝﾌﾞﾙ ﾄﾘﾌﾟﾃｨ

ｸ)久保亜莉沙さん(トランペット)、深澤智美さん(サ

クソフォーン)、小瀧俊治さん(ピアノ)の３名による

アンサンブル演奏会です。３人は東京音楽大学を卒業

され、クラシックを中心に演奏活動を行っています。

プログラムは、君の瞳に恋してる(ボブ・クルー作

曲）、小さな黒人（ドビュッシー作曲）、トランペッ

ト吹きの休日（アンダーソン作曲）、チャルダッシュ

（モンティ作曲）、幻想即興曲（ショパン作曲）、
動物の謝肉祭より（サン・サーンス作曲）、パプ

リカ～Ｌｅｍｏｎ（米津玄師メドレー）、情熱大

陸（葉加瀬太郎作曲）の８曲にアンコールとして

紅連華（鬼滅の刃の主題歌）を演奏していただき

ました。子どもたちは、プロの演奏を間近に体験

することができ、目をキラキラさせながら音楽を

楽しんでいました。（この演奏会は、公益財団法

人とちぎ未来づくり財団・栃木県の主催行事によ

り実現したものです。）

心身の健全な発達や健康の保持増進などについての関

心を高め、運動に親しむ態度の育成、体力の向上を目的

とした校内持久走大会を11月19日(木)に実施しました。

子どもたちは、１人１人が目標を立て、練習段階から

一生懸命に取り組んできました。大会当日は、ＰＴＡ保

体部や運営協議会のボランティアの方々に駐車場の誘導

や走路の安全確保に御協力をいただきました。また、多

くの保護者の方に沿道で声援をいただき、子どもたちは

自己ベストを更新するとともに、つらいことにも前向き

に取り組むことのできた自分にとても満足した様子がう

かがえました。

勤労の尊さや生産の喜びを体得する

とともに、ボランティア活動などの社

会奉仕の精神を養うために、全校花壇

活動を実施しました。

サルビアの花を抜いて、土を掘り起

こし、柔らかくした花壇に、９月初旬

に種を蒔いて育ててきたパンジーの苗

を植えていきました。

初冬のこの時期、天気は晴れていて

も、気温は低く作業する手もかじかむ

中、友達と協力しながら活動に取り組

んでいました。

また、森上陽さん（学校運営協議会

ボランティア）にも来校していただき、

協力をいただきました。

学校行事(健康安全・体育的行事)

学校行事(勤労生産・奉仕的行事)



協力をいただきました。

新年度が始まる前の３月から、肥料の施布、土の攪拌、畝立て、マルチ張り等の準備をしていただいたり、

作物の収穫前には里芋の茎切り、さつま芋のつる切り、マルチはがしをしていただいたりとボランティアの

方々に大変お世話になりました。

コミュニティー・スクール（学校運営協議会制度）につい

コミュニティ・スクール（学校運営協議会制

度）は、「地域とともにある学校」への実現を

図るための有効な仕組みです。コミュニティ・

スクールでは、学校運営に地域の声を積極的に

生かし、地域と一体となって特色ある学校づく

りを進めていくことができます。

那須高原小学校は法律（地教行法第47条の5）

に基づいて教育委員会により平成２９年度から

設置され、今年で４年目を迎えます。

学校運営協議会の主な役割として、

①校長が作成する学校運営の基本方針を承認

する。

②学校運営に関する意見を教育委員会又は校

長に述べることができる。

などがあります。また、本校の学校運営協議会には、学校支援委員会が設置されており、学習、図書、安全、環境整備、運動

の５領域において、ボランティアを募り子どもたちの活動を支援してもらっています。

各領域のボランティア活動（抜粋）

①学 習……地域人材参加型の先生、実技教科の授業支援、国語・算数等の学習支援

②図 書……本の読み聞かせ、図書の整理や修理、図書室の装飾

③安 全……通学路で登下校の見守り、持久走大会等の走路の安全確保、校外学習での引率補助

④環境整備……農園活動の指導や支援、花壇活動の指導支援、敷地内の木枝の伐採

⑤運 動……部活動指導、水泳指導、陸上競技指導

農園活動について

那須町では、上記の「コミュニティー・スクール」と合

わせ「小中一貫教育」の充実に力を入れています。この

「小中一貫教育」の基盤として実践していることが「キャ

リア教育」という考え方です。

これは、社会生活に必要な資質や能力を、子どもの成長

段階に応じて身に付けることを目指した教育のあり方です。

日々の授業や体験活動、学校行事などをとおして、将来の

「自立」を目指し、取り組んでいます。 全校遊びでのグループ毎の話し合いの様子

この活動をとおして自分が

担う役割やその価値につい

て考える力を育てています。

さつま芋の収穫を11月2日(月)に実施しま

した。上級生が下級生の面倒を見ながら作業

を進めました。自分の顔よりも大きな芋が収

穫でき、子どもたちも大満足の様子でした。

収穫したさつま芋は、子どもたちが家庭に

持ち帰るとともに、給食にさつま芋ご飯や大

学芋として提供していただきました。

今回の収穫をもって今年度の農園での収穫

作業は終了となります。

キャリア教育について


